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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,99 45,73 -0,26 45,79 -0,06

USD / BRL Spot BRL 2,2069 2,2160 +0,0091 2,2367 -0,0207

USD / JPY Spot JPY 101,50 101,33 -0,17 102,43 -1,10

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.353 52.366 -987 52.112 +254

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 150,3 154,3 +4,0 154,7 -0,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,11 12,12 +0,01 12,45 -0,33

DI Future Jul15（金利先物） % 11,40 11,38 -0,02 11,55 -0,17

3 Months US Dollar Libor % 0,227 0,228 +0,001 0,226 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 306,8 306,9 +0,1 311,5 -4,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 5月19日

昨日のドルレアルスポット相場はリスク回避の動きからレアル安となる展開でした。
朝方はタイで戒厳令が発令されたことや中ロ首脳会談で欧米への対抗軸として合同軍事演習に合意した
ことなどから地政学リスクが高まって新興国株式市場が全般的に軟調だったため前日比レアル安の２．２１
台後半で取引されました。しかし、閑散な取引のなか追随のレアル売りにも乏しく２．２１台でもみ合いと
なった後、結局２．２１台半ばで引けています。

最近の市場では、米国がテーパリングを進めいずれ利上げが始まるとの見方から米長期金利も上昇する
とのコンセンサスが崩れ、逆に米長期金利が低下していることに注目が集まっています。この背景として
地政学リスクの台頭や低インフレの継続、潜在成長率自体の低下など諸説あるようですが、米１０年債
利回りが２．５％を明確に下回ってくると昨年来のレンジを抜けることとなり新興国通貨・高金利通貨への
需要が高まる可能性もあります。レアル相場は国内景況感が芳しくない状況には若干食傷気味で反応が
鈍っているため、新たな外部要因には注意が必要でしょう。
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